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　新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）はいまだ終息の気
配を見せず、感染のリスクが高ま
る冬期シーズンを迎え、予断の許
さない状況が続いています。当院
では、2020 年２月にCOVID-19
帰国者・接触者外来を設置し、
PCR検査と疑似症対応を中心に診
療を行ってきました。

　また患者さんの動線や診療空間
を区別するゾーニングを強化する
ため、5月に屋外診療テントを設
置し、感染症外来診察室に外から
直接アクセスできる出入り口も設
けました。検査では 8月より抗原
検査を、11月より院内 PCR 検査
を開始し、結果判明までの時間が
大幅に短縮され早期診断が可能と
なりました。
　このように COVID-19 診療を
確立すると同時に、病院職員が
一致協力して厳重な院内感染防止
対策を行ってきました。ひとたび
COVID-19 院内感染が起きれば、
一般診療や救急医療・手術・検査
など急性期病院としての通常診療

を中止・制限せざるを得ず、地域
の皆さんへ多大なご迷惑をかける
こととなります。院内感染防止に
は、病院側の感染対策だけでは十
分とはいえず、面会の人や患者さ
ん、付き添いの人など 1人 1人の
感染対策への協力が重要です。こ
れからも院内感染を起こさないよ
う、そして COVID-19 の終息が
1日でも早く訪れるよう、病院職
員と地域の皆さんが一丸となって
この難局を乗り越えていきましょ
う。
　ご不便をおかけすることもある
かと思いますが、ご協力のほどよ
ろしくお願いいたします。
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米沢歩こう会
我妻淳一さん

　人は、１歳前後から歩き始め、
歩き続けます。せっかく歩くなら、
五感を働かせて歩いてみましょ
う。四季の移ろいや風の香り、小
鳥のさえずりや人との出会いが楽
しめます。
　体の健康の保持・増進は歩くこ

とから始まります。歩くことを生
活習慣に取り入れ､ 一定の運動強
度を保つと血流や代謝も良くな
り、筋肉も鍛えられ疲れにくい体
質へと変化します。また、過剰に
摂取したカロリーを歩いて消費す
ることで肥満予防にもなります。
長年歩いている人は、「買い物へ
歩いて行くが疲れなくなった」、
「風邪をひかなくなった」、「感性
が豊かになった」などの歩く効用
を聞かせてくれます。これからの
雪のシーズンは、水平足踏み体操
をおすすめします。座布団１枚の
広さがあれば､ お部屋でもできる
体操です。
　市内外を歩くと人と出会いま

す。まず、明るく気持ちよく優し
いあいさつをしましょう。温かい
あいさつには温かい返事が、優し
いあいさつには優しい返事が返っ
てきます。これが会話を生み、触
れ合いにつながるようで、その日
１日良い日を送れるようです。
　また、心も健康でありたいもの
です。そのために、笑うことを推
奨しています。笑うと脳内ホルモ
ンが分泌し、免疫力が向上すると
言われているほか、痛みを和らげ、
ストレスを解消する働きもあると
されています。健康長寿には笑う
のが一番です。明るく楽しく元気
よく生きる。歩くことはとっても
幸せなことです。

「健康長寿」は歩いて笑うのが一番
■�問合せ／スポーツ課健康スポーツ担当☎ 22-5111
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